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今訳』 25､馬茂元氏の『楚辞選』 26､陳子展氏の『楚辞直解』 27､現代日本の竹治貞夫氏の










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































8 (梁)着続編･ (磨)李善注『文選』 (中華書局､一九七四年)第六十巻｢弔屈原文｣｡なお､ ｢弔屈原文｣
は､一名｢弔屈原賦｣とも呼ぶ0
9前漢の辞賦家｡梁孝王(前一八四年頃-前一四四年)の門客である｡







































































































｢ 前 資 倬?????ｴは､君に仕えて知と忠誠を尽くしていたが､謹言により放逐された悲 
劇的な人物である○ 
資料(B) 仭ﾈﾋH,ﾚI?,ﾈ唏?,ﾈ蓼ｭI?Wh,ﾉ?,???ﾙ?Z?X*?鑓ﾎ8-?x,?ﾙ??,?









後 資 凾ｻのような自らの悲劇により｢離騒｣.｢懐沙｣などの楚辞作品を作った楚 






























































































































































































































































































































































懐王一一年 倅?ｩJｩD?蘇秦が晴山以東の燕.斉.楚.韓.秩.超の六国を縦に連ね る盟約に成功して､ともに秦を攻めることになったo楚の懐 
王が合縦の長となり､秦を伐って函谷関に至ったo 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































翻註日､ ｢彰祖､名乗､封於彰城､為彰姓.｣ 『神仙侍』云､ ｢彰祖者､段賢大夫也o
姓鏡名鰹o｣ 『系本』亦云鐘鍵､是為彰祖.又按『大戴穏』虞徳篇有商老彰之語､


























































以下にそれらの文献を記し､ (A) ～ (ど)までのアルファベットを付けて示す｡
(A)宰我日､詰問帝亮｡孔子日､高辛之子也｡日放勲｡其仁如天､其知如神｡ (中略)




































































37 『史記』巻四十楚世家第十.以下､ 『史記』本文およびその注の引用は､ (漢)司馬遷撰･ (栄)斐騎集
解･ (磨)司馬貞索隠･ (磨)張守節正義『史記』 (中華書局､一九八二年)による｡
38 ｢彰祖｣本文の引用は､湯浅邦弘編『上博楚簡研究』 (汲古書院､二〇〇七年)に収められている氏の
｢『彰祖』における｢長生｣の思想｣によっており､その解釈もまたそれを参照した｡ ｢彰祖｣全書は八つ
























































































































































































































































































































意はみな死を以て自ら誓ったということである｡ (中略) ③ ｢悔相道｣以下では､
またただ死ぬのは無益だと思って､生きようと考え方を改めて､四方に君主を求
めようとした｡よって後半部に繋いでいく｡然るに｢好修｣はあくまでも改めな












懐王のことを指す｡ ⑧ ｢霊気｣の段では､ ｢好修｣の者どうしは必ず合うのだと言
って､懇切に楚を去るよう勧めて､以てその疑いを取り除こうとした｡ ⑨ ｢世幽
昧｣以下では､楚はまさに留まる可からざることを証明し､霊気の言が本当であ

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































楚辞作品の題名は､大まか以下の三つの種類に分類される｡一に､ ｢哀郭｣ ･ ｢懐沙｣な
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